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回答者の属性 

[1]調査の目的：市民の人権に関する意識や態様を把握し、豊中市が行う人権教育・啓発など、今後の人

権に関する施策を推進するうえでの基礎資料とすることを目的として実施しました。 

[2]調査対象：豊中市内に居住している満 16 歳以上の男女 4,000 人 

[3]抽出方法：住民基本台帳から、性別・年齢別構成を考慮し、3,000 人を層化抽出し（これを標準サン

プルという）、回収率が低いとみられる 16～29 歳については、別に 1,000 人を抽出し

ています（これを追加サンプルという）。 

[4]調査方法：郵送による配付・回収 

[5]調査期間：令和元年（2019 年）７月 10 日（水）～８月５日（月） 

[6]有効回答率：1,273 件（有効回答率：32.0%） 

（このうち、標準サンプル：1,060 件、追加サンプル：213 件） 

[7]概要版の見方 

①調査結果は標準サンプルのものになります。  

②回答は、各質問回答者数（「N=」と表記）を基数とした百分率（％）で示しています。小数点第 2 位

を四捨五入しているため、比率の合計が 100.0%にならない場合があります。 

③グラフ上の「MA」という表記は複数回答（Multiple Answer）を意味します。複数回答を求めた質

問では、回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

④無記入や回答の読み取りが著しく困難な場合、１つまでの回答を求める設問に対し２つ以上回答して

いる場合は「不明・無回答」として処理しています。 

⑤図において、コンピューターの入力の都合上、回答選択肢の見出しを簡略化している場合があります。 

⑥概要版では、意見や考えにあてはまるかどうかなどを尋ねた質問の選択肢について、グラフ上、下記

のように合算して表示しています。 

・「よくあてはまる」＋「ややあてはまる」→『あてはまる』 

・「あまりあてはまらない」＋「まったくあてはまらない」→『あてはまらない』 

・「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」→『そう思う』 

・「どちらかといえばそうは思わない」＋「そう思わない」→『そう思わない』 

・「問題がある」＋「どちらかといえば問題がある」→『問題がある』 

・「どちらかといえば問題があるとは思わない」＋「問題があるとは思わない」→『問題があるとは思わない』 

・「問題だと思う」＋「どちらかといえば問題だと思う」→『問題だと思う』 

・「どちらかといえば問題だとは思わない」＋「問題だとは思わない」→『問題だとは思わない』 

・「かなり改善した」＋「やや改善した」→『改善した』 

・「やや悪化した」＋「かなり悪化した」→『悪化した』 
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『あてはまる』 どちらともいえない

『あてはまらない』 不明・無回答

ケ.犯罪被害者が名前や住所を報道されること

N=1,060

(％)

ア.女性ということで、同じ勤続年数の男性よ

りも、給料や昇進で低い評価を受けること

イ.愛情を理由に恋人や配偶者の行動を干渉す

ること

ウ.障害のある人が結婚したり子どもを育てる

ことに、周囲が反対すること

エ.在日外国人の地方参政権を認めていないこと

オ.結婚に際して、相手の出身地が同和地区か

どうかを調べること

カ.高齢者の就職が困難であったり、労働条件

が悪くなること

キ.性的な被害を受けた女性に対して、周囲が

「夜遅くに外出した」「スキがあった」な

どと非難すること

ク.ＨＩＶ（エイズウイルス）感染を理由に、

労働者が解雇されること
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3.0 

2.5 

2.2 

2.1 

2.2 

2.1 
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『あてはまる』 どちらともいえない

『あてはまらない』 不明・無回答N=1,060

(％)

ア.差別は、人間として最も恥ずべき行為の一

つである

イ.どんな理由があっても差別はいけない

ウ.社会的に弱い立場にある人の権利は、社会

全体で守る必要がある

エ.差別の原因は、差別された人の側にもある

オ.差別された人の気持ちをきちんと聞くこと

が大事だ

カ.差別された人は、まず、世の中に受け入れ

られるように努力する必要がある

キ.みんな同じが良いという考え方が、一人ひ

とりの個性や少数者を排除することにつな

がっている

ク.人権を強調するあまり、権利に伴う義務や

責任をおろそかにするのはよくない

 
１．次のようなことは人権侵害にあてはまると思いますか？ 

 
２．人権や差別の問題について、どのような考えをお持ちですか？ 

 ９つの項目について、人権

侵害に該当する行為と思う

かどうか尋ねました。 

 「人権侵害の行為として

『あてはまる』」の割合が最

も高いのは、「ア．女性とい

うことで、同じ勤続年数の

男性よりも、給料や昇進で

低い評価を受けること」

（78.2％）で、次いで「ク．

ＨＩＶ（エイズウイルス）感

染を理由に、労働者が解雇

されること」が 72.2％とな

っています。 

 人権や差別の問題に対する

ふだんの考えについて尋ね

ました。 

 『あてはまる』の割合が最も

多いのは、「オ．差別された

人の気持ちをきちんと聞く

ことが大事だ」（86.1％）で、

次いで「ア．差別は、人間と

して最も恥ずべき行為の一

つである」が 80.6％となっ

ています。 
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1.8 

『そう思う』 どちらともいえない
『そう思わない』 不明・無回答N=1,060

(％)

ア.いじめはいじめを受ける子どもにも問題が

ある

イ.教師が子どもを指導するために、体罰を加

えることも必要だ

ウ.保護者が子どものしつけのために体罰を加

えるのは、しかたがない

エ.保護者が子どもの様子を知るためでも、子

どもの手紙や日記、メールなどを勝手に見

ないほうがよい

オ.学校の規則等を定める際に、子どもの意見

表明の場がないことはよくない

カ.不登校は本人が努力すれば克服できるはずだ

キ.家庭の経済力によって、子どもが希望して

も大学に進学できないのは、やむを得ない
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よくある, 1.7 

時々ある, 

10.2 

ほとんどない, 

34.2 まったくない, 

35.8 

わからない, 

10.8 

不明・無回答, 

7.3 

N=1,060

（単位：％） 0.8 
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不明・無回答

その他

警察に相談した

市役所に相談した

法務局または人権擁護委員に相談した

市民団体に相談した

弁護士に相談した

職場の上司や地域の有力者に相談した

学校の先生に相談した

友人・家族など身近な人に相談した

相手に抗議した

黙って我慢した
N=126(MA)

（％）

 
３．子どもの人権について、どのような考えをお持ちですか？ 

 
４．「人権」という言葉からどのようなことを連想しますか？ 

 
５．人権侵害をされたことがありますか？ 

 子どもの人権に関する 7 つ

の項目について尋ねました。 

 『そう思う』の割合が最も

多いのは、「オ．学校の規則

等を定める際に、子どもの

意見表明の場がないことは

よくない」（69.7％）で、

次いで「エ．保護者が子ど

もの様子を知るためでも、

子どもの手紙や日記、メー

ルなどを勝手に見ないほう

がよい」が56.4％となって

います。 

 「人権」という言葉からどのようなことを

連想するか尋ねました。 

 「平等」が 65.0%で最も多く、次いで「尊

厳」が 50.2%で続いています。 

 日常生活のなかで、ここ５年くらいの間に、人権を侵害されたことがあるか尋ねました。 

 「まったくない」が35.8%で最も多く、人権侵害を受けた経験がある人は12%となっています。 

 人権侵害を受けた経験があると回答した人に、人権侵害を受けたときの対応を尋ねると「黙って我慢し

た」が57.9%で最も多く、次いで「友人・家族など身近な人に相談した」が47.6%で続いています。 

■人権侵害を受けたときの対応 
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不明・無回答

憲法に何が定められているかわからない

労働組合をつくる

人間らしい暮らしをする

道路の右側を歩く

目上の人に従う

税金を納める

思っていることを世間に発表する

N=1,060(MA)

（％）
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81.4 

25.3 

41.4 

43.5 

14.8 

59.8 

42.0 

13.0 

30.6 

37.0 

34.3 

24.9 

20.1 

25.4 

4.4 

42.9 

20.4 

20.8 

59.3 

19.1 

31.4 

1.1 

1.2 

1.2 

1.4 
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1.0 

1.2 

『問題がある』 どちらともいえない

『問題があるとは思わない』 不明・無回答
N=1,060

(％)

ア.就職の面接で、人事担当者が就職希望者の

家族構成を聞くこと

イ.就職の面接で、人事担当者が女性に対し

て、結婚や出産の予定の有無を聞くこと

ウ.凶悪事件の場合は、未成年であっても、犯

人の実名を公表すること

エ.企業の採用や昇進などで、日本国籍をもつ

人が優先されること

オ.刑を終えて刑務所を出所した人の就職が容

易には決まらないこと

カ.理由にかかわらず、不法滞在の外国人を日

本国外に強制退去させること

キ.災害などの緊急時に、日本語が伝わらない

外国人への対応がおろそかになること
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77.5 

25.6 

47.5 

10.9 

42.9 

50.6 

74.9 

8.6 

16.9 

38.3 

32.4 

32.3 

32.2 

27.8 

14.2 

28.2 

4.2 

34.5 

19.0 

55.2 

23.5 

20.7 

10.0 

61.9 

1.4 
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1.2 

1.6 

1.4 

0.9 

0.9 

1.3 

『あてはまる』 どちらともいえない
『あてはまらない』 不明・無回答N=1,060

(％)

ア.自宅近くに障害者の作業所やグループホーム

の建設計画が持ち上がった場合は反対する

イ.自分の身内には障害のある子どもが生まれ

てほしくないという気持ちがある

ウ.自分が住む地域に外国人が増えると、治安

や秩序が乱れるという気持ちがある

エ.同和地区を含む校区には引っ越したくない

オ.児童養護施設を含む校区には引っ越したく

ない

カ.外国人を親にもつ子どもは、日本の文化や

言葉に適応するよう努力すべきだ

キ.同和問題は、そっとしておけば自然になく

なる問題だから、同和教育・啓発などはし

ないほうがよい

ク.インターネット上に差別を助長するような

書き込みを行った者に対しては、処罰する

法整備が必要だ

 
６．憲法により「国民の権利」と定められているものは何だと思いますか？ 

 
７．次のようなことは、人権の観点から問題があると思いますか？ 

 7 つの項目について、人権の観

点から問題のある行為と思う

か尋ねました。 

 『問題がある』の割合が最も多い

のは、「キ．災害などの緊急時に、

日本語が伝わらない外国人への

対応がおろそかになること」

（81.4％）で、次いで「イ.就職の

面接で、人事担当者が女性に対し

て、結婚や出産の予定の有無を聞

くこと」が 59.8％となっていま

す。 

 8 つの項目について、回答者自

身がどの程度あてはまるか尋

ねました。 

 『あてはまる』の割合が最も多

いのは、「ク.インターネット上

に差別を助長するような書き

込みを行った者に対しては、処

罰する法整備が必要だ」

（77.5％）で、次いで「イ.自

分の身内には障害のある子ど

もが生まれてほしくないとい

う気持ちがある」が 74.9％と

なっています。 

 憲法により義務ではなく、「国民

の権利」と定められているのはど

れだと思うか尋ねました。 

 「人間らしい暮らしをする」が

90.4%で最も多く、次いで「思っ

ていることを世間に発表する」が

41.4%で続いています。 

 
８．次のようなことに対し、どの程度あてはまると思いますか？ 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

53.6 

40.6 

15.5 

43.2 

28.7 

77.3 

15.3 

60.4 

13.3 

42.9 

27.6 
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19.9 
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42.1 

15.8 

31.4 

24.8 

30.8 

26.1 

27.0 

16.6 
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24.2 

35.0 

63.0 

24.0 

28.1 
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52.0 

13.5 

54.4 

30.0 

44.2 

10.1 
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1.2 

1.6 
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1.2 
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1.3 

1.5 
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1.0 

0.9 

『そう思う』 どちらともいえない

『そう思わない』 不明・無回答

ケ.結婚したら、妻は夫の姓を名乗るほうがよい

N=1,060

(％)

ア.結婚は個人の自由であるから、結婚しても

しなくても、どちらでもよい
イ.結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要は

ない

ウ.女の子は女の子らしく、男の子は男の子ら

しく育てるべきだ

エ.子どもが３歳くらいまでは母親の手で育て

るべきだ

オ.夫が外で働き、妻は家庭を守るべきだ

カ.妻が働いていなくても、夫は家事・育児を

するべきだ

キ.夫の親を妻が介護するのは当然だ

ク.結婚しても、夫婦の生活がうまく行かない

のなら、離婚をするのもやむを得ない

コ.男どうし、女どうしの結婚も認めるべきだ

サ.自分の身内が外国人と結婚することには抵

抗がある

シ.自分の身内に同性愛者はいてほしくない

ス.自分の身内が未婚のまま子どもを産むこと

は好ましくない

そのとお

りと思っ

た, 13.6 

そういう

見方もあ

るのかと

思った, 

58.8 

反発・疑問を感じ

たが、相手には何

も言わなかった, 

11.0 

反発・疑問を感

じ、相手にその気

持ちを伝えた, 2.2 とくに何も

思わなかっ

た, 10.5 

不明・無回答, 3.9 

N=228

（単位：％）

 
９．家族に関わる様々な見方や考え方について、どのような考えをお持ちですか？ 

 
10．同和問題に関して、次のような発言を直接聞いたことがありますか？ 

 家族に関わる 13 のいろいろ

な見方や考え方について、考

えを尋ねました。 

 『そう思う』の割合が最も多い

のは、「ア.結婚は個人の自由で

あるから、結婚してもしなくて

も、どちらでもよい」（83.4％）

で、次いで「ク.結婚しても、夫

婦の生活がうまく行かないのな

ら、離婚をするのもやむを得な

い」が77.3％となっています。 

 一方、『そう思わない』の割合

が最も高いのは、「サ.自分の

身内が外国人と結婚すること

には抵抗がある」（63.0％）

で、次いで「オ.夫が外で働き、

妻は家庭を守るべきだ」が

54.4％となっています。 

 この５年間に同和問題に関する

差別的な発言を直接聞いた経験

があるかどうか尋ねました。 

 「聞いたことはない」が71.2％、

聞いたことがある人は、21.5％

となっています。 

 聞いたことがある人に、誰から聞いた

のか尋ねると、「友人」が 21.9%で

最も多く、次いで「職場の人」が

21.1%で続いています。 

 それを聞いたとき、どう感じたのか

尋ねると、「そういう見方もあるの

かと思った」が58.8%で最も多く、

次いで「そのとおりと思った」が

13.6%で続いています。 

■誰からきいたのか 

家族, 

16.2 

親戚, 

11.4 

近所の人, 

7.0 

友人, 

21.9 

職場の

人, 

21.1 

知らない人, 

7.0 

その他, 

12.3 

不明・

無回答, 

3.1 

N=228

（単位：％）

7.3 

71.2 

8.4 

5.7 

3.3 

2.3 

1.8 

0.1 

0 20 40 60 80 100

不明・無回答

聞いたことはない

住宅を購入する際、同和地区内の

物件を避けたほうがいい

同和地区は治安が悪い

同和地区の人は無理難題を言う

同和地区の人はこわい

同和地区の人とは、結婚してはいけない

同和地区の人（子ども）とは、

付き合っては（遊んでは）いけない

N=1,060

（％）

※複数ある場合は、強く印象に残っているもの 

■どう感じたのか 
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0 20 40 60 80 100

10.2 

13.8 

17.7 

13.3 

13.6 

14.3 

56.6 

58.5 

44.9 

51.8 

48.8 

28.9 

25.3 

25.3 

28.0 

26.9 

41.4 

30.8 

30.2 

55.2 

58.5 

57.9 

12.8 

12.0 

3.5 

3.6 

3.3 

2.6 

2.6 

2.5 

2.5 

2.6 

『そう思う』 どちらともいえない

『そう思わない』 不明・無回答N=1,060

(％)

ア.外見は女性でも、心は男性であると自認し

ている中学生が男子生徒の制服着用を望む

場合は、本人の意思を尊重すべきである

イ.外見は男性でも、心は女性であると自認し

ている中学生が女子生徒の制服着用を望む

場合は、本人の意思を尊重すべきである

ウ.男性が男性に恋愛感情をいだくのはおかしい

エ.女性が女性に恋愛感情をいだくのはおかしい

オ.男女両方に恋愛感情をいだくのはおかしい

カ.男性同性愛者には女性的な人が多い

キ.女性同性愛者には男性的な人が多い

ク.性同一性障害のために性別変更を望む人

は、同性愛者である

0 20 40 60 80 100

88.0 

92.2 

90.9 

86.0 

94.8 

95.2 

7.0 

4.0 

5.2 

9.6 

2.5 

1.9 

2.5 

1.1 

0.9 

1.7 

0.5 

0.7 

2.5 

2.7 

2.9 

2.6 

2.3 

2.3 

『問題だと思う』 どちらともいえない

『問題だとは思わない』 不明・無回答
N=1,060

(％)

ア.名前や住所、電話番号など個人を特定でき

る情報を流出させる書き込み

イ.個人の日常生活や人間関係など、プライバ

シーに関する情報を流出させる書き込み

ウ.同和地区の地名や所在地を明らかにするよ

うな書き込み

エ.同和地区出身者の名前や住所を明らかにす

るような書き込み

オ.同和地区に対する差別をあおったり、偏見

やマイナスイメージを広げる書き込み

カ.在日韓国・朝鮮人に対する差別をあおったり、

偏見やマイナスイメージを広げる書き込み

反対する家族を説

得するなど、力に

なってあげようと

言う, 12.7 

迷うことはな

い、自分の意

思を貫いて結

婚しなさいと

言う, 27.7 
慎重に考え

たほうがよ

いと言う, 

28.2 

あきらめる

ように言う, 

2.4 

どう言えば

よいのかわ

からない, 

21.7 

その他, 

4.8 

不明・無回答, 

2.5 

N=1,060

（単位：％）

 
12．性的マイノリティについて、どのような考えをお持ちですか？ 

 性的マイノリティに関する8 つの

項目について、考えを尋ねました。 

 『そう思う』の割合が最も多い

のは、「ア.外見は女性でも、心

は男性であると自認している中

学生が男子生徒の制服着用を望

む場合は、本人の意思を尊重す

べきである」（58.5％）で、次

いで「イ.外見は男性でも、心は

女性であると自認している中学

生が女子生徒の制服着用を望む

場合は、本人の意思を尊重すべ

きである」が 56.6％となってい

ます。 

 インターネット上での書き込み

や行為に関する6項目について、

問題だと思うかを尋ねました。 

 『問題だと思う』の割合が最も

多いのは、「ア.名前や住所、電

話番号など個人を特定できる情

報を流出させる書き込み」

（95.2％）で、次いで「イ.個人

の日常生活や人間関係など、プ

ライバシーに関する情報を流出

させる書き込み」が 94.8％とな

っています。 

 
11．同和地区出身者との結婚を反対されている親類に、どのような態度を取りますか？ 

 親類から、同和地区の人との結婚を家族から反

対されていると相談を受けた場合に、どのよう

な態度をとると思うか尋ねました。 

 「慎重に考えたほうがよいと言う」が 28.2%

で最も多く、次いで「迷うことはない、自分の

意思を貫いて結婚しなさいと言う」が 27.7%、

「どう言えばよいのかわからない」が 21.7%

で続いています。 

 
13．インターネット上での次のような書き込みや行為について、どう思いますか？ 
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0 20 40 60 80 100

50.2 

29.8 

45.7 

37.8 

35.9 

32.2 

32.5 

28.3 

56.1 

65.8 

27.3 

35.7 

24.2 

36.7 

34.5 

39.0 

42.2 

40.2 

30.6 

24.6 

1.2 

0.9 

0.5 

8.6 

12.5 

4.3 

5.9 

0.6 

1.8 

1.3 

17.4 

30.0 

26.2 

12.9 

12.6 

20.9 

15.4 

27.2 

8.1 

5.2 

4.0 

3.6 

3.5 

4.0 

4.4 

3.6 

4.0 

3.8 

3.4 

3.1 

『改善した』 あまり変わらない 『悪化した』
よくわからない 不明・無回答

ケ.HIV（エイズウイルス）感染者の人権問題

N=1,060

(％)

ア.女性の人権問題

イ.障害者の人権問題

ウ.同和問題

エ.高齢者の人権問題

オ.日本に在住する外国人の人権問題

カ.子どもの人権問題

キ.職業や雇用をめぐる人権問題

ク.ハンセン病回復者の人権問題

コ.性的マイノリティの人権問題

0.1 

13.8 

0.6 

6.9 

9.1 

15.0 

19.0 

11.7 

17.1 

5.1 

28.4 

66.2 

43.1 

6.6 

28.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

不明・無回答

覚えていない、わからない

その他

性的マイノリティの人権問題

子どもの権利条約

子どもの人権問題

アイヌ民族の人権問題

ハンセン病回復者の人権問題

HIV(エイズウイルス)感染者の人権問題

外国人労働者とその家族の人権問題

在日韓国・朝鮮人の人権問題

同和問題

障害者の人権問題

高齢者の人権問題

女性の人権問題
N=668(MA)

（％）

 
14．人権や差別に関する教育を受けたことがありますか？ 

 
15．人権や差別の問題が、この10年で改善に向かっていると思いますか？ 

 人権や差別問題が、この 10

年で改善に向かっていると

思うか尋ねました。 

 『改善した』の割合が最も多

いのは、「ア.女性の人権問

題」（65.8％）で、次いで「イ.

障害者の人権問題」が

56.1％、「コ．性的マイノリ

ティの人権問題」が 50.2％

となっています。 

 『悪化した』の割合が最も多

いのは、「カ.子どもの人権問

題」（12.5％）で、次いで「キ.

職業や雇用をめぐる人権問

題」が8.6％となっています。 

 小学校から高校の間に、差別や人権に関する教育を受けたことがあるかどうかを尋ねました。 

 教育を受けたことがある人が 63.0%、ない人が 32.4%となっています。 

 教育を受けたことがあると回答した人に、どのような内容を教わったか尋ねたところ、「同和問題」

が 66.2%で最も多く、次いで「障害者の人権問題」が 43.1%で続いています。 

人権についての市民意識調査《概要版》 
 

令和２年（2020 年）3 月 

 

豊中市／人権政策課 

〒561-8501  豊中市中桜塚３丁目１番１号 

メール jinken@city.toyonaka.osaka.jp 

■どのような内容を教わったか 

ある, 

63.0 

ない, 

32.4 

不明・無回答, 

4.6 

N=1,060

（単位：％）


